
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

八女警察署協議会 

開催年月日時 
 令和６年６月１８日 午後４時００分 から 

 令和６年６月１８日 午後５時１５分 まで 

開 催 場 所  八女警察署 大会議室 

出 席 者 

警察署協議会 会長以下１０名 

警 察 署 

署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課

長、地域課長、黒木警部交番所長、刑事課長、交

通課長、警備課長、事務局 

議 事 概 要 

【会長挨拶（要旨）】 

 連日、マスコミ等で様々な事案、事象が報道されており、八女署管内において、特

殊詐欺の被害、車上ねらいの被害が続くなど、身近なところで犯罪が発生していると

感じている。 

 梅雨に入り、出水期となるが、平成２９年の九州北部豪雨以降、毎年のように八女

地区において豪雨が発生していることから、自助、共助をお願いする。 

 警察には、安全安心の確保のため尽力していただき感謝申し上げる。これから、災

害対応を含め、様々な事案に対応していただくと思うが、どうぞよろしくお願いする。 

【署長挨拶（要旨）】 

  新たに委員を迎え、引き続き各委員には、管内住民の代表という立場から、八女警

察署の適切な業務運営に向けた意見・要望をお願いする。 

  梅雨に入り、今年も豪雨災害が懸念されるところであるが、八女警察署の災害対策

として、住民の避難意識等の向上を目的とした「災害対策パイロット地区プロジェク

ト」を推進するほか、各関係機関と連携した訓練を実施しているところである。 

（Ａ４） 



様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その２） 

議 事 概 要 

  管内における課題として、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺による被害の多発、土橋地

区による暴力団対策等が挙げられ、対策を講じていく所存である。 

【報告事項】 

１ 特殊詐欺対策について（生活安全課長） 

２ 暴力団等情勢について（刑事課長） 

３ 交通死亡事故等の発生について（交通課長） 

４ 災害対策について（警備課長） 

５ 柔道特別訓練視察 

【質疑応答】 

 〇 委員から「小学生や中学生などの若年層や高齢者もスマートフォンを所有してい

る方が多く、スマートフォン等を購入する機会や買い替える機会が詐欺に遭わない

ための設定等について伝えやすい場面と思うので、警察と販売店が連携を取り、そ

の段階で注意喚起をしてもらうといいと思う。」旨の要望があり、生活安全課長か

ら「今後、連携等について検討していきたい。」旨の回答があった。 

 〇 委員から「ＳＮＳを使用した詐欺が増加していると説明を受けたが、被害は若年

層を含んだものになるのか。」旨の質疑があり、生活安全課長から「被害は若年層

を含んでおり、２０歳代の被害も発生している。」旨の回答があった。 

 〇 委員から「報道等から飲酒運転が多い印象を受けるが、最近の飲酒運転の検挙数

はどうか。」旨の質疑があり、交通課長から「増加傾向にある。」旨の回答があり、

更に委員から「飲酒運転の検挙は夜間帯が多いのか。」旨の質疑があり、交通課長

から「県下では、昼夜の別は、ほぼ同等の傾向にあり、八女署管内においては昼間

帯が多い傾向にある。」旨の回答があった。 

 〇 委員から「交通死亡事故ゼロ、飲酒運転ゼロ、詐欺被害ゼロという目標を持ち、

取組をしていただいていると思うが、まず対策の重点を絞り、警察で一歩を踏み出

すような対策を検討してもらい、我々に共有していただけたら、協力していきたい

と考えている。」旨の申し入れがあり。署長から「対策について検討していきたい。

今後ともよろしくお願いする。」旨の回答があった。 

 〇 委員から「最近、パトロールしている姿をよく見るため、沢山パトロールしてい



ただいていると実感している。何か特別な取組をしているのか。」旨の質疑があり、

署長から「交番、駐在所にいて欲しいとの要望を踏まえつつ、可能な限り、所外活

動により、パトカーの姿を見せ、安心感の醸成に努めるよう指示をしている。」旨

の回答があり、地域課長から「事案の増加も一つの理由として挙げられるが、かね

てから、登下校時間帯など決まった時間帯のパトロールを実施している。」旨の回

答があった。 

〇 委員から「県外の大型商業施設で高齢の女性が刺殺されたという事案があり、同

種事案がいつ発生してもおかしくない時代と感じている。大型商業施設等への巡回

や平素の活動を通じて把握した不審者等に対して、日頃から注意を払っていただき

たい。」旨の要望があり、総務課長から「過去に同種事案を経験したことがあり、

大型商業施設に対する防犯指導やパトロールへの取組も必要と考えている。」旨の

回答があった。 

〇 委員から「保護司の方が被害に遭う事件が発生し、残念に感じている。不安を抱

えている保護司の方もおり、是非、保護司の方たちを守る手立て等を検討していた

だきたいと考えている。」旨の申出があり、生活安全課長から「保護司との会議等

もあるため、そのような機会を通じて検討していきたい。」と回答があった。 

【講評】 

  副会長から「安心安全のための各種取組に感謝申し上げる。横断歩道上での死亡事

故発生を踏まえ、安全運転への啓発活動の必要性を感じている。梅雨が短く雨量が多

い可能性があるとのことであり、豪雨災害による被害が発生しないことを願ってい

る。」旨の講評があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


